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第  章 １ 計画の概要 
 

 １ 計画策定の趣旨 
⽣活排⽔※1は、し尿や台所･⾵呂場などからの排⽔など、私たちの⽇常の⽣活にと

ても⾝近なものです。 
千歳市の⽣活排⽔処理は、し尿が中⼼でしたが、昭和39年から本格的に下⽔道の

整備を開始し、昭和51年５⽉に下⽔終末処理場(現在の浄化センター)を供⽤開始し
たことにより、多くの市⺠が公共下⽔道※2等を使⽤できる状況になるなど、⽣活環
境の向上や良好な⽔環境の維持が図られているものの、⽣活雑排⽔を浸透桝から未
処理のまま放流している状況が⼀部あります。 

市内には、国⽴公園⽀笏湖や名⽔百選に認定された「ナイベツ川湧⽔」など豊富
な⾃然環境を有しており、また、千歳川の⽔はさまざまな⽤途に使⽤されています。 

このことから、豊かな⽔環境を良好な状態で保全し、市⺠の健康や安全な⽣活を
確保することが極めて重要です。 

本計画は、⻑期的視点に⽴った⼀般廃棄物処理の基本⽅針となる計画のうち､⽣活
排⽔処理の部分について定めたものであり､平成７年10⽉に⽣活排⽔全般に関する
実態を把握し、⽣活排⽔対策の⽅向性を認識するために策定しており、平成23年３
⽉に改定を⾏ったものです。 

この度、本計画の関連計画である千歳市公共下⽔道基本計画が平成25年度に⾒直
されたことから、「千歳市⼀般廃棄物処理基本計画-ごみ処理編-」の改定に合わせ、
本計画の数値の⾒直しを⾏います。なお、平成25年度における千歳市公共下⽔道基
本計画の⾒直しでは、計画⽬標年次や基本フレームについては変更していないこと
から、整合性を図るため、本計画においても計画⽬標年次は変更しません。 

 
 

  

 
※1 ⽣活排⽔：し尿と⽇常⽣活に伴う台所、洗濯、⾵呂などからの排⽔のことをいいます。

なお、⽣活排⽔のうち、し尿を除くものを⽣活雑排⽔といいます。 
※2 公共下⽔道：市街地などの⽣活排⽔や⼯場排⽔を集め、下⽔処理場で処理する施設をい

います。 
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 ２ 計画の期間 
(1) 千歳市⼀般廃棄物処理基本計画-⽣活排⽔処理編-の期間 

本計画に関連する計画として、千歳市公共下⽔道基本計画があり、平成32年度ま
でを計画期間としています。 

本計画の計画期間は、千歳市公共下⽔道基本計画と整合を図り、平成23年度から
平成32年度までの10年間としています。 

また、この計画の前提となっている諸条件に⼤きな変動があった場合は、必要に
応じて⾒直しを⾏うものとします。 

 
表 １－１ 計画の期間 
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(2) 千歳市⼀般廃棄物処理基本計画－⽣活排⽔処理編-の位置付け 
千歳市⼀般廃棄物処理基本計画-⽣活排⽔処理編-は、千歳市におけるまちづくり

の最上位計画である千歳市第６期総合計画と総合計画の施策を環境⾯から総合的･
計画的に推進することを⽬的とした千歳市環境基本計画(第2次計画)の下に位置す
る計画であり、関連計画である千歳市公共下⽔道基本計画と整合を図りながら、市
内全域の⽣活排⽔の適正な処理を確保するための基本的な事項を定めています。 

また、⻑期的視点で策定する千歳市⼀般廃棄物処理基本計画に基づき、年度ごと
の⼀般廃棄物の処理に係る事項を定めた千歳市⼀般廃棄物処理実施計画を毎年度策
定しています。 

 
図１－１ 千歳市⼀般廃棄物処理基本計画の位置付け 

 

  

千歳市第６期総合計画

千歳市環境基本計画（第２次計画）

千歳市⼀般廃棄物処理基本計画

千歳市⼀般廃棄物処理実施計画

関連計画
千歳市公共下⽔道基本計画
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 ３ ⾏政区域の概要 
(1) 位置と地勢 

千歳市は、北海道の中南部、⽯狩平野の南端に位置し、札幌市･苫⼩牧市など４市
４町に接しています。 

市域は東⻄に57.20km、南北に30.40kmと東⻄に細⻑く、市街地は中央東側に位
置しています。 

市域の⻄部は那須⽕⼭帯に属する1,000ｍ級の活⽕⼭が連なる⼭岳地帯で国⽴公
園⽀笏湖地域を形成しており、豊かな⾃然に恵まれています。 

また、⽀笏湖から流れ出る千歳川は市街地を貫流し⽇本海へと流れ、サケの遡上
する川として知られています。 

南部に位置する美々川はラムサール条約※3に登録されているウトナイ湖へ注ぎ太
平洋へと流れています。 

 

 
図１－２ 千歳市の位置 

  

 
※3 ラムサール条約：湿地の保全や賢明な利⽤を進めることを⽬的として、「特に⽔⿃の⽣息

地として国際的に重要な湿地に関する条約」のことをいいます。条約が採択されたイラ
ンの町名にちなんでラムサール条約と呼ばれています。 
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(2) 河川･湖沼 
千歳市は、表 １－２に⽰すような河川･湖沼など恵まれた⽔環境を有しており、

これらを良好な状態で保全することが、健全な市⺠⽣活を確保するうえで極めて重
要となります。 

特に、千歳川の⽔は⽣活⽤⽔や農業⽤⽔など、さまざまな⽤途に使⽤されている
ため、⽔環境への負荷を低減する取組や、⽔⽣⽣物･⽔辺環境を含めた⽣態系の保全
が必要です。 

 
表 １－２ 千歳市の主な河川と湖沼 

河  川 湖  沼
千歳川 ⽀笏湖
ママチ川 オコタンペ湖
嶮淵川 千歳湖
祝梅川 
⻑都川 
ユカンボシ川
内別川 

 

(3) ⼈⼝動態 
平成26年３⽉31⽇現在の総⼈⼝は、94,820⼈であり、⼈⼝の推移は表 １－３に

⽰すとおりで、平成26年の総⼈⼝伸び率は少ないものの、10年間増加傾向が続き、
合計約3,600⼈増加しています。 

 
表 １－３ 総⼈⼝の推移(平成17年〜平成26年) 

(単位：⼈) 
年度 総⼈⼝ 増減 年度 総⼈⼝ 増減

平成17年 91,242 - 平成22年 93,212 427
平成18年 91,808 566 平成23年 93,584 372
平成19年 92,017 209 平成24年 94,172 588
平成20年 92,393 376 平成25年 94,700 528
平成21年 92,785 392 平成26年 94,820 120

※千歳市住⺠基本台帳３⽉31⽇現在によります。 
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第  章 ２ ⽣活排⽔処理の現状と課題 
 

 １ ⽣活排⽔の処理の⽅法 
⽣活排⽔は、し尿と台所･⾵呂場などから排出される⽣活雑排⽔の２つの区分によ

り、以下のように処理しています。 
 

①し尿汲み取り 

 
し尿はバキューム⾞で汲み取りし、千歳市汚⽔投⼊施設に投⼊した後、浄化セン

ターで処理しています。 
⼀⽅、⽣活雑排⽔は⼀般的に浸透桝で地下に浸透させて、定期的に浸透桝内の汚

物をバキューム⾞で清掃し、その汚物を汚⽔投⼊施設に投⼊した後、浄化センター
で処理しています。 

 
②単独処理浄化槽※4 

 

し尿は宅地内に設置した単独処理浄化槽で処理し、きれいな⽔にして道路側溝等
へ放流しています。 

⼀⽅、⽣活雑排⽔は⼀般的に浸透桝で地下に浸透させて、定期的に浸透桝内の汚
物をバキューム⾞で清掃し、その汚物を汚⽔投⼊施設に投⼊した後、浄化センター
で処理しています。 

 
 

  

 
※4 単独処理浄化槽：住宅（家庭）から出るし尿を微⽣物の働きを利⽤してきれいな⽔にす

る施設ですが、⽣活雑排⽔は処理できません。なお、現在では新たに設置することはで
きません。 

し 尿

生活雑排水

千歳市汚水投入施設

未処理放流
千歳市汚水投入施設

浸透枡

し 尿

生活雑排水 浸透枡
未処理放流
千歳市汚水投入施設

単独処理浄化槽

処理水

浄化槽汚泥

放 流

千歳市汚水投入施設
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③合併処理浄化槽※5 

 
し尿及び⽣活雑排⽔は、宅地内に設置した合併処理浄化槽で処理し、きれいな⽔

にして道路側溝等へ放流しています。 
処理の過程で発⽣する汚泥はバキューム⾞で汲み取りし、千歳市汚⽔投⼊施設に

投⼊した後、浄化センターで処理しています。 
 

④公共下⽔道、特定環境保全公共下⽔道※6の利⽤世帯 

 
下⽔道を利⽤している世帯のし尿及び⽣活雑排⽔は、下⽔道管を通して浄化セン

ターへ流⼊し、きれいな⽔にして千歳川に放流しています。 
処理の過程で発⽣する汚泥は、乾燥した後、セメント原料化、肥料化など再⽣利

⽤しています。 
 
 
 

  

 
※5 合併処理浄化槽：住宅（家庭）から出るし尿と⽣活雑排⽔（台所･⾵呂･洗濯⽔等）

を微⽣物の働きを利⽤して、きれいな⽔にする施設です。 
※6 特定環境保全公共下⽔道：公共下⽔道のうち市街化区域以外において、景勝地や観

光地などの⽣活環境や⾃然環境を守るために設置するものです。 

合併処理浄化槽

し 尿 放 流処理水

生活雑排水 千歳市汚水投入施設浄化槽汚泥

公共下水道
・

特定環境保全
公共下水道

し 尿 放 流処理水

生活雑排水 再生利用汚 泥
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 ２ ⽣活排⽔の処理の現状 
(1) 処理形態別⼈⼝ 

処理施設毎の処理⼈⼝を表 ２－１のとおり整理します。 
 

表 ２－１ 処理形態別⼈⼝の実績 
(単位：⼈) 

区   分 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度
計画処理区域内⼈⼝ 93,212 93,584 94,172 94,700 94,820
  ⽔洗化･⽣活雑排⽔処理⼈⼝ 91,880 92,457 93,092 93,718 93,919
    合併処理浄化槽⼈⼝ 913 927 970 976 1,022

    下⽔道⼈⼝ 
(下⽔道⽔洗化⼈⼝) 90,967 91,530 92,122 92,742 92,897

  単独処理浄化槽⼈⼝ 
(⽔洗化･⽣活雑排⽔未処理⼈⼝) 64 70 64 64 68

  ⾮⽔洗化⼈⼝ 1,268 1,057 1,016 918 833
計画処理区域外⼈⼝ 0 0 0 0 0
※千歳市住⺠基本台帳３⽉31⽇現在によります。 

 

(2) ⽣活排⽔処理施設の設置主体 
⽣活排⽔処理施設の設置主体は表 ２－２のとおりです。 

 
表 ２－２ ⽣活排⽔処理の設置主体 

処理施設の種類 対象となる⽣活排⽔の種類 設置主体 
合併処理浄化槽 し尿及び⽣活雑排⽔ 個⼈等･千歳市 
汚⽔投⼊施設 し尿及び浄化槽汚泥 千歳市 
公共下⽔道 し尿及び⽣活雑排⽔ 千歳市 

 

(3) し尿･汚泥の処理 
し尿及び浄化槽汚泥、雑排⽔汚泥は、汚⽔投⼊施設で、砂･し渣等を除去した後、

希釈調整を⾏い、浄化センターで処理します。 
表 ２－３に汚⽔投⼊施設の概要を、表 ２－４に処理の実績を⽰します。 
 

表 ２－３ 汚⽔投⼊施設の概要 
施設の名称 千歳市汚⽔投⼊施設
所在地 千歳市清流１丁⽬１番４号
処理能⼒ 25kℓ/⽇
処理⽅式 除砂、除し渣、希釈後下⽔道投⼊
完成年⽉⽇ 平成６年３⽉22⽇
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写真２－１ 汚⽔投⼊施設 

 
表 ２－４ 汚⽔投⼊施設の処理実績 

(単位：kℓ/年) 
区  分 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

し尿排出量 2,177.1 2,047.7 2,089.2 2,287.0 2,129.7
  常設トイレし尿排出量 1,639.7 1,597.1 1,573.4 1,632.3 1,650.2
  仮設トイレし尿排出量 537.4 450.6 515.8 654.7 479.5
浄化槽汚泥排出量 1,345.6 1,323.0 1,286.7 1,362.4 1,223.5
⽣活雑排⽔汚泥排出量 249.8 183.6 159.1 282.3 202.3

計 3,772.5 3,554.3 3,534.9 3,931.7 3,555.5
⽇数(⽇) 247 246 249 242 243

⽇平均処理量(kℓ/⽇) 15.3 14.4 14.2 16.2 14.6
 

 

図 ２－１ 汚⽔投⼊施設の処理実績 
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また、し尿処理費⽤の推移を表 ２－５に⽰します。 
 

表 ２－５ し尿処理経費の推移 
年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

し尿処理量(kℓ/年) 収集運搬 2,177.1 2,047.7 2,089.2 2,287.0 2,129.7
処理 3,773 3,554 3,535 3,932 3,556

し尿処理経費 
(千円/年) 

収集運搬 35,063 35,380 35,316 35,344 36,469
処理 25,123 25,139 24,944 24,782 25,456
計 60,186 60,519 60,260 60,126 61,925

1kℓ当たりの 
し尿処理経費(円/kℓ) 

収集運搬 16,105 17,278 16,904 15,454 17,124
処理 6,660 7,073 7,056 6,303 7,160
計 22,765 24,351 23,960 21,757 24,284

 

 ３ ⽣活排⽔の処理の課題 
「し尿汲み取りの世帯」や「単独処理浄化槽の利⽤世帯」の⽣活排⽔を処理する

ことが、⽣活環境の保全及び⽔質汚濁防⽌の観点から重要となります。 
したがって、これらの世帯では公共下⽔道等や合併処理浄化槽により、⽣活雑排

⽔の処理を進める必要があります。 
また、し尿、浄化槽汚泥、雑排⽔などの受⼊種別の処理費⽤について料⾦体系や

⽅法などを検討する必要があります。 
なお、災害時には仮設トイレの増設が予想されることから、し尿汲み取り体制等

も検討する必要があります。 
また、汚⽔投⼊施設は、設置から20年以上が経過しており、今後も安定した処理

を継続していくためには、適正な維持管理が必要となります。 
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第  章 ３ ⽣活排⽔処理の基本⽬標･⽅針 
 

 １ ⽣活排⽔処理の基本⽬標･⽅針 
千歳市は，⽀笏湖や名⽔百選に認定された「ナイベツ川湧⽔」など豊富な⾃然環

境を有しています。 
⽔には様々な役割があるとともに、⾃然環境の中の重要な要素の⼀つであり、地

域の快適な⽣活環境を⽣み出し、⼈々の⼼に潤いと安らぎを与えています。 
このような豊かな⾃然環境を保全し、次の世代に引き継ぐことが今の私たちに求

められる責務と⾔えます。 
今後、下⽔道の整備普及を基本として「公共⽤⽔域の⽔質保全を図り、⾃然環境

の保全と⽣活環境の向上を推進する」ことを基本⽬標と定め、下⽔道処理区域外の
地域では、合併処理浄化槽の普及を促進し、し尿や浄化槽汚泥等の適正処理を⾏い
ます。 

 

 ２ ⽣活排⽔処理の数量⽬標 
公共下⽔道等の整備を促進するとともに、下⽔道処理区域内における⽔洗化の促

進、さらには下⽔道処理区域外における合併処理浄化槽の普及を⽬標としています。 
また、計画⽬標年におけるし尿及び浄化槽汚泥、⽣活雑排⽔汚泥の排出量を表 ３

－２に⽰します。 
 

表 ３－１ 処理形態別⼈⼝ 
(単位：⼈) 

区   分 平成26年度 平成32年度 
(計画⽬標年次) 

計画処理区域内⼈⼝ 94,820 95,000 
  ⽔洗化･⽣活雑排⽔処理⼈⼝ 93,919 94,131 
    合併処理浄化槽⼈⼝ 1,022 1,251 

    下⽔道⼈⼝ 
(下⽔道⽔洗化⼈⼝) 92,897 92,880 

  単独処理浄化槽⼈⼝ 
(⽔洗化･⽣活雑排⽔未処理⼈⼝) 68 68 

  ⾮⽔洗化⼈⼝ 833 801 
計画処理区域外⼈⼝ 0 0 
※合併処理浄化槽⼈⼝は個別排⽔処理整備事業によるものを含みます。 
※計画⽬標年次の計画処理区域内⼈⼝は、下⽔道基本計画の推計値です。 
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表 ３－２ し尿及び浄化槽汚泥の排出⽬標 

(単位：kℓ/年) 

区  分 平成26年度 平成32年度 
(計画⽬標年次) 

し尿排出量 2,129.7 1,802 
  常設トイレし尿排出量 1,650.2 1,274 
  仮設トイレし尿排出量 479.5 528 
浄化槽汚泥排出量 1,223.5 1,316 
⽣活雑排⽔汚泥排出量 202.3 115 
計 3,555.5 3,233 
⽇数(⽇) 243 243 
⽇平均処理量(kℓ/⽇) 14.6 13.3 
※計画⽬標年次の仮設トイレの排出量は、過去5年間の平均値です。 
※計画⽬標年次の浄化槽汚泥及び⽣活雑排⽔汚泥の排出量は、平成21年度実績から

算定した数値です。 
 

 ３ ⽣活排⽔処理の施策 
⽣活排⽔処理の数量⽬標を達成するための施策を、下⽔道と連携して次のとおり

とします。 
 
① 公共下⽔道及び特定環境保全公共下⽔道が整備されている区域内の世帯につ

いては、⽔洗化を促進します。 
② 下⽔道計画区域外の地域については、合併処理浄化槽を各⼾に設置するとと

もに、既設の単独処理浄化槽の合併処理浄化槽への転換を促進します。 
③ し尿及び浄化槽汚泥等の迅速かつ衛⽣的な収集運搬に努めるとともに、し尿

処理施設の安全な管理運営に努め、⽣活環境及び公衆衛⽣の保持を図ります。 
④ 下⽔道の普及や合併処理浄化槽への転換に伴うし尿収集量の減少を踏まえ、

効率的な収集運搬及び処理体制の構築を図り、事業の円滑な運営を推進しま
す。 

 
 
 

  



 

- 94 - 

第  章 ４ し尿･浄化槽汚泥の処理計画 
 

 １ ⽣活排⽔を処理する区域 
⽣活排⽔を処理する区域としては、下⽔道計画区域内の地域を集合処理区域とし、

それ以外の下⽔道計画区域外の地域を個別処理区域とします。 
個別処理区域では、個別に設置する合併処理浄化槽により⽣活排⽔を処理するも

のとし、「個別排⽔処理施設整備事業」により合併処理浄化槽を市が設置及び維持管
理を⾏う事業としてその普及に努めます。 

また、集合処理区域についても、市街化区域拡⼤に伴う公共下⽔道等の集合処理
を⾏うため、下⽔道計画区域内において下⽔道整備を進め、⽣活排⽔を処理してい
きます。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ４－１ 千歳市⽣活排⽔処理計画 概要図 
 

 ２ ⽣活排⽔の処理計画 
し尿及び浄化槽汚泥等の今後の排出量については、下⽔道への接続や合併処理浄

化槽の設置によって減少するため、汚⽔投⼊施設では計画⽬標年次まで安定して運
転することができます。 

今後も、し尿及び浄化槽汚泥等の適正処理に努めるとともに、し尿及び浄化槽汚
泥･⽣活雑排⽔の料⾦体系について、処理原価や社会情勢を考慮し、基本的に５年ご
とに検討していきます。 

また、災害時における対応についても、円滑かつ迅速な処理を図ります。 
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